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食育推進の行政組織①

学校や保育所の
給食や食育を

担当

市民の健康づくり

食育行政を一元化した組織

横断的な食育ができる

全世代を網羅しているため、「赤ちゃんからお年寄りまで」の
生涯を通じた食育の推進が可能



食育推進の行政組織②

こうした幅広い世代への
食育と強力なサポートに

よって

一貫性のある食育を
市の事業だけでなく、
地域や学校でも実現

ヘルスメイトは市の食育事業へ
の協力とともに、地域や学校等
での食育活動にも大きく貢献。

市の進める食育３つのアクション

• 元気で豊かに暮らしていくには食事というもの
が大切です。 箕面市では三つの目標を掲げ、
日々の食生活の中で「食育」を実践していける
よう取り組みを進めています。



「毎日食べます、朝ごはん！」

• 朝ごはんを食べることで脳
に糖が供給され活動的に
なります。また、規則正し
い生活リズムも身に付き
ます。

• 朝食を食べる子どもの方
が勉強や運動に力を発揮
でき、肥満傾向の割合が
低いことから、箕面市では
若い世代を中心に朝食の
大切さを伝えています。

朝食宣言!

「野菜たっぷりバランスごはん」
食は健康!

• 現在の日本では野菜の摂
取量が不足していることが
国民栄養調査によってわ
かっています。

• 健康な食生活の基本は、量
と栄養素を過不足なく取る
ことです。

• 市では、様々な旬の野菜を
しっかり摂り、３食バランス
よく食べられるよう取り組ん
でいます。



「旬と味わうお米のごはん」
お米週間!

• 米を主食に身近な食材
を食べる「日本型食事」
は、栄養面でも地産地
消の観点からも優れて
います。

• この「ご飯」を中心とした
食事をすすめているの
が箕面市の特徴。給食
も基本はご飯食です。

学校の食育①

箕面市オリジナルの冊子　
「箕面　食ナビブック」は、　
市内小学校の５年生に　
配付しています。

この冊子には、箕面市が　
進める３つのアクションを　
はじめ、食べ物の栄養や　
種類、食事のお手本とも
なる学校給食のことなど、　
たくさんの情報が盛り込ま
れています。また、朝市情
報も掲載しています。



学校の食育②

中学校給食導入に伴い、中学校の食育にも力を入れています。
市内中学校の1年生には「食ナビスタディシート」を配布し、朝食
や中学生の栄養の大切さを啓発しています。

学校の疾病状況

資料：平成26年度版 市勢年鑑 教育委員会事務局子ども未来創造局学校生活支援課
　　 各年5月1日現在「学校保健統計調査」

区分 小学校 中学校

年度 受診者数
栄養

要注意
受診者数

栄養
要注意

21 7048 45 3090 19

22 7160 42 3116 2

23 7197 23 3233 12

24 7346 66 3245 2

25 7527 34 3284 3

肥満児童・生徒数



まとめ

• 市民全体の食育政策が一元化されている
組織の利点を活かし、市民の健康づくりに
つなげていけるよう、「３つのアクション」を
柱とした食育事業を今後も実施、充実させ
ていきたいと考えている。

ご清聴ありがとうございました。


